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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期
連結累計期間

第56期
第２四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成30年４月１日
至平成30年９月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 23,158,357 23,252,238 47,643,840

経常利益 （千円） 868,703 745,678 1,849,511

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 612,022 539,735 1,393,244

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 627,095 406,207 1,483,249

純資産額 （千円） 14,552,934 15,582,182 15,407,175

総資産額 （千円） 30,088,215 31,379,058 30,769,130

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 191.67 169.11 436.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.3 49.6 50.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 313,165 316,111 2,835,662

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,387,881 △1,443,004 △2,486,559

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,604,369 1,178,678 889,357

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,669,830 2,310,968 2,317,365

 

回次
第55期

第２四半期
連結会計期間

第56期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 104.58 109.77

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境、所得水準の改善等を背景として緩やか

な回復基調で推移しました。しかしながら、国内では地震や台風等の自然災害の影響があり、海外では米国政権の

保護主義政策に起因する貿易摩擦や金融資本市場変動の影響が懸念されており、先行不透明な状況が続いておりま

す。

　このような状況の中、当社グループは「成長を遂げる」をスローガンとした新たな中期経営計画を策定し、会社

の更なる成長に繋がる土壌を築く取り組みを進めてまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、車載電装品、通信・制御機器の販売減があったもののホーム

エレクトロニクスの増加により売上高は23,252百万円（前年同期比0.4％増）となりました。営業利益は車載電装

品、通信・制御機器の販売減、人件費の上昇、減価償却費等経費の増加により732百万円（同16.7％減）、経常利

益は745百万円（同14.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は539百万円（同11.8％減）となりました。

 

　　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①車載電装品

　車載電装品では、コーナーセンサ、各種電子制御ユニット等の販売減により、売上高16,174百万円（前年同期

比1.1％減）、営業利益487百万円（同17.2％減）となりました。

②ホームエレクトロニクス

　ホームエレクトロニクスでは、洗濯機用電子制御基板等の販売増により、売上高5,011百万円（前年同期比

10.0％増）、営業利益146百万円（同0.9％減）となりました。

③通信・制御機器

　通信・制御機器では、産業用ロボットコントローラ基板等の販売減により、売上高2,048百万円（前年同期比

8.7％減）、営業利益118百万円（同29.1％減）となりました。

④その他

　その他事業では、売上高17百万円（前年同期比288.5％増）、営業利益０百万円（前年同期は営業損失３百万

円）となりました。

 

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より609百万円増加し、31,379百万円となり

ました。電子記録債権の増加（前連結会計年度末と比較して422百万円増）及び原材料及び貯蔵品の増加（同361百

万円増）等が主な要因であります。負債は、前連結会計年度末より434百万円増加し、15,796百万円となりまし

た。短期借入金の増加（同1,259百万円増）及び流動負債のその他に含まれる未払金の減少（同524百万円減）等が

主な要因であります。純資産は、前連結会計年度末より175百万円増加し、15,582百万円となりました。利益剰余

金の増加（同348百万円増）、その他有価証券評価差額金の増加（同69百万円増）及び為替換算調整勘定の減少

（同209百万円減）等が主な要因であります。

　なお、自己資本比率は49.6％となり、前連結会計年度末と比較して0.4ポイント減少しております。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,310百万円となりまし

た。

　各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動による資金の取得は、316百万円（前年同期は313百万円の取得）と

なりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益744百万円、棚卸資産の増加448百万円を反映したものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動による資金の支出は、1,443百万円（前年同期は1,387百万円の支

出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出1,437百万円を反映したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動による資金の取得は、1,178百万円（前年同期は1,604百万円の取

得）となりました。これは主に、短期借入金の増加1,200百万円を反映したものであります。

(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、98百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 3,417,006 3,417,006
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 3,417,006 3,417,006 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 3,417,006 － 2,476,232 － 2,675,056
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(5)【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 210 6.64

ＡＳＴＩ従業員持株会 静岡県浜松市南区米津町2804 183 5.78

ＡＳＴＩ共栄会 静岡県浜松市南区米津町2804 181 5.72

ビービーエイチ　フオー　フイデリ

テイ　ロー　プライスド　ストツ

ク　フアンド（プリンシパル　オー

ル　セクター　サブポートフオリ

オ）

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ

銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210 U.S.A.

（東京都千代田区丸の内2-7-1）
179 5.65

朝元　愃融 静岡県浜松市中区 80 2.55

株式会社名古屋銀行 愛知県名古屋市中区錦3-19-17 79 2.49

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町1-10 72 2.27

DFA INTL SMALL CAP VALUE　

PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

PALISADES WEST 6300, BEE CAVE ROAD

BUILDING ONE AUSTIN TX 78746 US

（東京都新宿区新宿6-27-30）

62 1.98

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内1-6-6 62 1.96

NOMURA PB NOMINEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN (CASHPB)

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB, UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋1-9-1）

60 1.89

計 － 1,172 36.92

（注）１．上記のほか当社所有の自己株式241千株があります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は以下のとおりであります。

　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 207千株

３．平成30年11月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書に係る変更報告書において、大和証券投資

信託委託株式会社が平成30年10月31日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社と

して当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には

含めておりません。

当該大量保有報告書に係る変更報告書の内容は次のとおりであります。

大量保有者 大和証券投資信託委託株式会社

住所 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

保有株券等の数 株式　156千株

株券等保有割合 4.57％
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － －  －

議決権制限株式（自己株式等） － －  －

議決権制限株式（その他） － －  －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   241,300 －  －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,162,500 31,625  －

単元未満株式 普通株式    13,206 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 3,417,006 －  －

総株主の議決権 － 31,625  －

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 ＡＳＴＩ株式会社
　静岡県浜松市南区

　米津町2804
241,300 － 241,300 7.06

計 － 241,300 － 241,300 7.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更してお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,317,365 2,310,968

受取手形及び売掛金 7,700,041 6,924,025

電子記録債権 2,609,783 3,032,076

商品及び製品 884,037 982,108

仕掛品 927,504 817,381

原材料及び貯蔵品 3,403,524 3,765,143

その他 523,286 658,339

貸倒引当金 △745 △723

流動資産合計 18,364,798 18,489,319

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 9,094,835 9,048,229

減価償却累計額 △5,019,662 △5,129,836

建物及び構築物（純額） 4,075,172 3,918,393

機械装置及び運搬具 7,496,575 8,158,287

減価償却累計額 △5,041,795 △5,327,394

機械装置及び運搬具（純額） 2,454,780 2,830,892

土地 2,767,253 2,777,921

その他 4,537,113 4,566,562

減価償却累計額 △3,384,861 △3,424,749

その他（純額） 1,152,252 1,141,813

有形固定資産合計 10,449,458 10,669,019

無形固定資産 393,487 540,883

投資その他の資産   

投資有価証券 722,665 828,652

退職給付に係る資産 652,239 665,902

その他 194,881 191,580

貸倒引当金 △8,399 △6,299

投資その他の資産合計 1,561,385 1,679,835

固定資産合計 12,404,331 12,889,739

資産合計 30,769,130 31,379,058
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,097,440 3,820,396

短期借入金 5,397,180 6,656,866

未払法人税等 345,596 170,636

賞与引当金 552,866 508,275

製品保証引当金 16,322 19,973

その他 1,815,648 1,251,676

流動負債合計 12,225,055 12,427,825

固定負債   

長期借入金 2,941,270 3,134,067

退職給付に係る負債 51,200 48,120

その他 144,428 186,863

固定負債合計 3,136,898 3,369,051

負債合計 15,361,954 15,796,876

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,476,232 2,476,232

資本剰余金 2,640,082 2,640,082

利益剰余金 9,823,480 10,171,660

自己株式 △266,543 △306,189

株主資本合計 14,673,252 14,981,786

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 389,652 459,380

為替換算調整勘定 329,043 119,043

退職給付に係る調整累計額 2,764 8,995

その他の包括利益累計額合計 721,460 587,419

非支配株主持分 12,463 12,976

純資産合計 15,407,175 15,582,182

負債純資産合計 30,769,130 31,379,058
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 23,158,357 23,252,238

売上原価 20,608,726 20,856,618

売上総利益 2,549,630 2,395,619

販売費及び一般管理費 ※ 1,669,417 ※ 1,662,702

営業利益 880,212 732,917

営業外収益   

受取利息 14,232 28,096

受取配当金 6,314 7,677

補助金収入 12,592 86,951

保険解約返戻金 12,623 8,990

受取補償金 22,000 －

その他 34,516 46,459

営業外収益合計 102,278 178,175

営業外費用   

支払利息 51,243 47,334

為替差損 17,872 79,271

デリバティブ評価損 36,455 22,791

その他 8,216 16,017

営業外費用合計 113,787 165,415

経常利益 868,703 745,678

特別利益   

固定資産売却益 104 －

特別利益合計 104 －

特別損失   

固定資産処分損 2,756 1,500

特別損失合計 2,756 1,500

税金等調整前四半期純利益 866,051 744,177

法人税等 252,945 203,473

四半期純利益 613,105 540,704

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,083 969

親会社株主に帰属する四半期純利益 612,022 539,735
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 613,105 540,704

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 109,726 69,727

為替換算調整勘定 △115,049 △210,456

退職給付に係る調整額 19,312 6,231

その他の包括利益合計 13,990 △134,497

四半期包括利益 627,095 406,207

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 626,064 405,694

非支配株主に係る四半期包括利益 1,031 512
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 866,051 744,177

減価償却費 565,741 643,158

賞与引当金の増減額（△は減少） △37,554 △40,294

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,918 3,650

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 26,645 △4,763

受取利息及び受取配当金 △20,547 △35,774

支払利息 51,243 47,334

為替差損益（△は益） 59,000 122,306

補助金収入 △12,592 △86,951

受取補償金 △22,000 －

デリバティブ評価損益（△は益） 36,455 22,791

売上債権の増減額（△は増加） △637,985 232,169

たな卸資産の増減額（△は増加） △418,768 △448,182

仕入債務の増減額（△は減少） 131,278 △165,633

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,857 △20,783

その他 9,597 △419,619

小計 597,505 593,585

利息及び配当金の受取額 20,547 35,774

利息の支払額 △50,544 △47,874

法人税等の支払額 △288,934 △352,326

補助金の受取額 12,592 86,951

補償金の受取額 22,000 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 313,165 316,111

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,409,161 △1,437,924

有形固定資産の売却による収入 6,530 3,070

保険積立金の解約による収入 31,760 11,257

その他 △17,010 △19,407

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,387,881 △1,443,004

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,416,213 1,200,000

長期借入れによる収入 699,187 650,000

長期借入金の返済による支出 △378,491 △429,420

配当金の支払額 △110,996 △189,958

その他 △21,543 △51,942

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,604,369 1,178,678

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28,213 △58,182

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 501,438 △6,397

現金及び現金同等物の期首残高 1,168,391 2,317,365

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,669,830 ※ 2,310,968
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日

　　至 平成30年９月30日）

製品保証引当金繰入額 3,214千円 8,771千円

給与及び賞与 578,353 583,569

賞与引当金繰入額 138,004 140,924

退職給付費用 44,624 38,796

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 1,669,830千円 2,310,968千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,669,830 2,310,968

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 111,761 7.00

平成29年

３月31日

平成29年

６月26日
 利益剰余金

（注）当社は平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当た

り配当額」につきましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　　 該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日

定時株主総会
普通株式 191,555 60.00

平成30年

３月31日

平成30年

６月25日
 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　　 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
 車載電装品

ホーム
エレクトロ
ニクス

通信・制御
機器

計

売上高       

外部顧客への売上高 16,353,016 4,556,233 2,244,561 23,153,811 4,545 23,158,357

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

153,750 31,341 19,661 204,753 － 204,753

計 16,506,766 4,587,574 2,264,223 23,358,564 4,545 23,363,110

セグメント利益

又は損失（△）
589,178 148,007 167,617 904,803 △3,005 901,798

 

   

 
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

売上高   

外部顧客への売上高 － 23,158,357

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

△204,753 －

計 △204,753 23,158,357

セグメント利益

又は損失（△）
△21,585 880,212

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△21,585千円

であり、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産の減価償却費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

ＡＳＴＩ株式会社(E02013)

四半期報告書

15/19



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
 車載電装品

ホーム
エレクトロ
ニクス

通信・制御
機器

計

売上高       

外部顧客への売上高 16,174,303 5,011,473 2,048,800 23,234,577 17,661 23,252,238

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

151,059 36,341 43,231 230,632 － 230,632

計 16,325,362 5,047,815 2,092,031 23,465,209 17,661 23,482,870

セグメント利益 487,632 146,682 118,766 753,081 272 753,353

 

   

 
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

売上高   

外部顧客への売上高 － 23,252,238

セグメント間の
内部売上高
又は振替高

△230,632 －

計 △230,632 23,252,238

セグメント利益 △20,435 732,917

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△20,435千円であり、

主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産の減価償却費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 191円67銭 169円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
612,022 539,735

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（千円）
612,022 539,735

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,193 3,191

　　　　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　　　　２．当社は平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しており

ます。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月13日

ＡＳＴＩ株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関口　俊克　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 角田　大輔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＳＴＩ株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＳＴＩ株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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